
六
十
八

除
排

雪
に
要
す
る

経
費
が
あ
る

こ
と
。

次
の
算
式
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。）と
す

る
。

算
式（
Ａ
－
Ｂ
）
×
05

六
十
八

除
排

雪
に
要
す
る

経
費
が
あ
る

こ
と
。

次
の
算
式
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。）と
す

る
。

算
式（
Ａ
－
Ｂ
）
×
05

算
式
の
符
号

算
式
の
符
号

Ａ
当
該
年
度
に
お
い
て
除
排
雪
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と

す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

Ａ
当
該
年
度
に
お
い
て
除
排
雪
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と

す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

Ｂ
当
該
年
度
の
普
通
交
付
税
の
算
定
に
お
い
て
除
排
雪
経
費
と
し
て
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入
さ
れ
た
額

Ｂ
当
該
年
度
の
普
通
交
付
税
の
算
定
に
お
い
て
除
排
雪
経
費
と
し
て
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入
さ
れ
た
額

六
十
九

山
岳

遭
難
又
は
海

難
の
救
助
に

要
す
る
経
費

が
あ
る
こ

と
。

山
岳
遭
難
に
係
る
救
助
若
し
く
は
対
策
又
は
海
難
救
助
若
し
く
は
対
策
に
要
す
る
経
費
の

う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・

五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

六
十
九

山
岳

遭
難
又
は
海

難
の
救
助
に

要
す
る
経
費

が
あ
る
こ

と
。

山
岳
遭
難
に
係
る
救
助
若
し
く
は
対
策
又
は
海
難
救
助
若
し
く
は
対
策
に
要
す
る
経
費
の

う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・

五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

七
十

塩
害
対

策
に
要
す
る

経
費
が
あ
る

こ
と
。

塩
害
対
策
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総

務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

七
十

塩
害
対

策
に
要
す
る

経
費
が
あ
る

こ
と
。

塩
害
対
策
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総

務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

七
十
一

災
害

復
旧
等
に
従

事
さ
せ
る
た

め
採
用
し
た

職
員
に
要
す

る
経
費
が
あ

る
こ
と
。

当
該
年
度
に
お
い
て
災
害
復
旧
等
に
従
事
さ
せ
る
た
め
職
員
（
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
た
職

員
及
び
非
常
勤
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務

の
職
を
占
め
る
職
員
を
除
く
。）を
除
く
。）又
は
同
法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
職

を
占
め
る
特
別
職
に
属
す
る
地
方
公
務
員
（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
以
外
の
法
人
に
現
に
雇

用
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
当
該
法
人
に
雇
用
さ
れ
た
ま
ま
採
用
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

を
採
用
し
た
道
府
県
に
つ
い
て
、
当
該
職
員
に
要
す
る
経
費
（
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
表

第
六
十
五
号
に
お
い
て
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
経
費
を
除
く
。）と
し
て
総
務

大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

七
十
一

災
害

復
旧
等
に
従

事
さ
せ
る
た

め
採
用
し
た

職
員
に
要
す

る
経
費
が
あ

る
こ
と
。

当
該
年
度
に
お
い
て
災
害
復
旧
等
に
従
事
さ
せ
る
た
め
職
員
（
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
た
職

員
及
び
非
常
勤
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務

の
職
を
占
め
る
職
員
を
除
く
。）を
除
く
。）又
は
同
法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
職

を
占
め
る
特
別
職
に
属
す
る
地
方
公
務
員
（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
以
外
の
法
人
に
現
に
雇

用
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
当
該
法
人
に
雇
用
さ
れ
た
ま
ま
採
用
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

を
採
用
し
た
道
府
県
に
つ
い
て
、
当
該
職
員
に
要
す
る
経
費
（
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
表

第
六
十
七
号
に
お
い
て
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
経
費
を
除
く
。）と
し
て
総
務

大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

七
十
二

共
通

投
票
所
の
設

置
に
係
る
電

子
計
算
機
を

相
互
に
電
気

通
信
回
線
で

接
続
し
た
電

子
情
報
処
理

組
織
に
よ
る

選
挙
人
名
簿

の
対
照
等
に

使
用
す
る
設

備
の
整
備
に

要
す
る
経
費

が
あ
る
こ

と
。

道
府
県
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
お
い
て
、
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
、

選
挙
人
名
簿
又
は
そ
の
抄
本
（
当
該
選
挙
人
名
簿
が
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

百
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
も
つ
て
調
製
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
当
該
選
挙
人
名
簿
に
記
録
さ
れ
て
い
る
全
部
若
し
く
は
一
部
の
事
項
又
は
当
該
事
項

を
記
載
し
た
書
類
）
の
対
照
に
使
用
す
る
た
め
に
、
当
該
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
、

投
票
所
の
投
票
管
理
者
及
び
共
通
投
票
所
の
投
票
管
理
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
相

互
に
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
の
整
備
及
び
運
用
の
た
め
に
当
該
道

府
県
が
負
担
し
た
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大

臣
が
調
査
し
た
額
（
当
該
年
度
で
六
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を
上
限
と
す
る
。）に
〇
・
五

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

七
十
二

共
通

投
票
所
の
設

置
に
係
る
電

子
計
算
機
を

相
互
に
電
気

通
信
回
線
で

接
続
し
た
電

子
情
報
処
理

組
織
に
よ
る

選
挙
人
名
簿

の
対
照
等
に

使
用
す
る
設

備
の
整
備
に

要
す
る
経
費

が
あ
る
こ

と
。

道
府
県
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
お
い
て
、
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
、

選
挙
人
名
簿
又
は
そ
の
抄
本
（
当
該
選
挙
人
名
簿
が
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

百
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
も
つ
て
調
製
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
当
該
選
挙
人
名
簿
に
記
録
さ
れ
て
い
る
全
部
若
し
く
は
一
部
の
事
項
又
は
当
該
事
項

を
記
載
し
た
書
類
）
の
対
照
に
使
用
す
る
た
め
に
、
当
該
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
、

投
票
所
の
投
票
管
理
者
及
び
共
通
投
票
所
の
投
票
管
理
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
相

互
に
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
の
整
備
及
び
運
用
の
た
め
に
当
該
道

府
県
が
負
担
し
た
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大

臣
が
調
査
し
た
額
（
当
該
年
度
で
六
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を
上
限
と
す
る
。）に
〇
・
五

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
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